
特集
山のおくりもの　山菜

お祭り日和だ、ワッショイ！
　４月26日、小漆川区の白山神社神輿祭がおこ

なわれ、住民と子どもたちでお神輿とともに小

漆川区と１３区を練り歩きました。この日は雲一

つない晴天に恵まれ、子どもたちは笛と太鼓の

音に合わせて、威勢のいいかけ声とともに一生

懸命お神輿を引っ張っていました。
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人
気
が
増
大
し
て
い
る
山
菜

　

わ
ら
び
、
ぜ
ん
ま
い
、
こ
ご
み
、
た
ら

の
め
…
…
私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
「
山

菜
」
と
呼
ん
で
い
る
植
物
で
す
が
、
正
確

に
は
「
自
然
の
中
に
自
生
す
る
野
生
植
物

の
う
ち
、
食
用
に
で
き
る
植
物
」
の
こ
と

を
「
山
菜
」
と
呼
び
ま
す
。
そ
の
種
類
は

多
彩
で
あ
り
、
草
丈
が
わ
ず
か
10
㎝
の
小

草
か
ら
樹
高
20
ｍ
に
達
す
る
大
木
の
芽
ま

で
も
含
ま
れ
、
よ
く
道
端
で
見
か
け
る
つ

く
し
も
山
菜
の
仲
間
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
生
育
地
も
山
地
か
ら
原
野
、
畑
な
ど

広
範
囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
野
菜
と
異
な
る
点
は
、
山
菜

は
食
用
の
部
分
が
、
や
わ
ら
か
い
若
芽
や

先
端
の
部
分
に
限
ら
れ
る
う
え
、
採
取
や

収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
近
年
、
食
材
の
自
然
志
向
、
本

物
志
向
な
ど
で
人
気
が
増
大
し
、
そ
れ
に

呼
応
し
て
多
く
の
山
菜
が
栽
培
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

山
の
恵
み
は
生
き
る
源

　

栽
培
技
術
や
保
存
方
法
、
そ
し
て
流
通

の
発
達
に
よ
り
、
現
在
の
私
た
ち
は
様
々

な
野
菜
や
果
物
を
、
一
年
中
好
き
な
だ
け

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
食
材
の
手
に
入
る
時
期
も
量
も
季
節

に
よ
っ
て
限
ら
れ
て
い
た
時
代
、
山
菜
は

春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
貴
重
な
食
料
で

あ
り
、
飢き

饉き
ん

や
非
常
時
に
備
え
て
の
保
存

食
と
し
て
も
重
要
な
も
の
で
し
た
。
ま
た
、

保
存
し
た
山
菜
は
非
常
時
の
み
な
ら
ず
、

正
月
や
慶
事
、
仏
事
な
ど
の
行
事
の
時
に

　

い
わ
ゆ
る
「
山
の
幸
」
の
代
表
と
も
言
え
る
の
が
、
多
種
多
様
な
味
わ
い
を
持
つ
山
菜
で
す
。

豊
か
な
自
然
の
恵
み
と
と
も
に
生
き
て
き
た
大
江
町
の
人
々
に
と
っ
て
、
山
菜
は
古
く
か
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
の
食
卓
に
も
お
馴
染
み
の

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
並
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
山
菜
文
化
の
ル
ー
ツ
と
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

山
の
お
く
り
も
の

山
菜
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用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
の
面
積
の
70
％
近
く
を
山
林
が
占
め

る
大
江
町
。
山
や
森
と
と
も
に
暮
ら
し
て

き
た
人
々
に
と
っ
て
、
古
く
か
ら
山
菜
は

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
ま
さ

に
「
山
の
恵
み
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

出
荷
で
き
る
ま
で
の
道
の
り

　

山
形
県
は
わ
ら
び
・
た
ら
の
め
の
生
産

量
が
全
国
一
（
平
成
25
年
林
野
庁
調
べ
）

を
誇
る
な
ど
、
全
国
有
数
の
山
菜
生
産
地

で
す
。
本
町
で
も
各
地
で
山
菜
栽
培
が
盛

ん
で
あ
り
、
畑
で
の
栽
培
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
林
床
栽
培
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な

ど
で
の
促
成
栽
培
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
手
法

で
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ん
ま
い
を
例
に
と
り
、
出
荷
で
き
る

ま
で
の
流
れ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ぜ
ん
ま
い
は
根
株
を
植
え
て
か
ら
収
穫

出
来
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
３
年
ほ
ど

か
か
り
ま
す
が
、
そ
の
後
は
収
穫
量
も
増

え
て
い
き
、
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
収
穫

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

夏
場
は
除
草
な
ど
の
手
入
れ
が
不
可
欠

で
あ
り
、
秋
に
は
肥
料
を
ま
い
て
生
育
を

促
し
ま
す
。
冬
に
な
る
と
山
間
部
は
雪
に

閉
ざ
さ
れ
、
ぜ
ん
ま
い
も
深
い
雪
の
下
に

埋
も
れ
た
ま
ま
、
長
い
眠
り
に
つ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

5
月
頃
に
な
っ
て
雪
が
完
全
に
消
え
る

と
、
い
よ
い
よ
収
穫
。
刈
り
取
っ
た
ぜ
ん

ま
い
は
釜
で
茹
で
て
わ
た
を
取
り
の
ぞ
き

ま
す
。
そ
の
後
、
乾
燥
さ
せ
な
が
ら
揉
む

と
い
う
作
業
を
３
回
ほ
ど
繰
り
返
す
こ
と

で
、
柔
ら
か
く
お
い
し
い
ぜ
ん
ま
い
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

■ 特集　山のおくりもの　山菜

▲こごみ／５月上旬～６月中旬

▲たらのめ／４月中旬～６月上旬

▲こしあぶら／５月上旬～下旬

▲ぜんまい／５月中旬～６月上旬

　20年以上前にぜんまいの株を植

えはじめ、少しずつ増やしながら

栽培してきました。ぜんまいは大

きな株が出来るのですが、短い間にたくさん増えること

はなく、株が枯れてしまったり、ネズミにかじられたり

することもあります。

　杉林での林床栽培など、これま

でいろいろと試行錯誤してきまし

た。日かげで養分が豊富な土で育

ったぜんまいは、太くて味も良い

と好評をいただいています。

　水で戻すなどの手間もあって、

若い人たちにはぜんまいはあまり

馴染みがないかも知れませんが、

旬の時期に採れたおいしいぜんま

いを、ぜひ味わってください。

▲�ぜんまいを茹でる釜は、

直径１ｍ以上あります

最高のぜんまいを
　お届けするために
ぜんまい・なめこ生産者

庄司 總一郎 さん（黒森）

おもな山菜と旬の時期

3・広報おおえ



　

最
後
に
根
元
の
固
い
部
分
を
切
り
取
る

な
ど
の
仕
上
げ
の
作
業
を
経
て
、
よ
う
や

く
出
荷
と
な
り
ま
す
。

お
い
し
く
味
わ
う
に
は

　

山
菜
は
野
菜
と
同
じ
く
食
物
繊
維
を
多

く
含
み
、
ま
た
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
が
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
供
給
源

と
も
な
り
ま
す
。
煮
物
や
和
え
物
、
山
菜

汁
な
ど
、
メ
ニ
ュ
ー
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
富
。

健
康
志
向
の
高
ま
っ
て
い
る
現
代
で
は
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
と
し
て
も
需
要
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

よ
り
お
い
し
く
味
わ
う
た
め
に
は
、
新

鮮
な
う
ち
に
食
べ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

な
か
で
も
、
し
お
れ
や
す
い
若
芽
や
葉
は

出
来
る
だ
け
早
く
食
べ
る
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
季
節
に
大
量
に
採
れ
る
も
の
や

一
度
に
食
べ
き
れ
な
い
も
の
は
、
保
存
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
種
類
に

よ
っ
て
適
し
た
保
存
方
法
が
あ
り
ま
す
の

で
、
正
し
い
方
法
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

豊
富
な
資
源
を
生
か
し
て

　

里
山
に
は
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た

「
食
」「
景
観
」「
文
化
」、
生
産
活
動
の

場
に
加
え
、
多
面
的
な
機
能
を
持
つ
「
森

林
」「
農
地
」
な
ど
、
多
様
な
資
産
や
資

源
が
あ
り
ま
す
。
山
形
県
で
は
こ
れ
ら
の

豊
富
な
森
林
資
源
を
生
か
し
て
中
山
間
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
平
成
25
年
11

月
に
全
市
町
村
と
連
携
し
て
「
や
ま
が
た

里
山
サ
ミ
ッ
ト
」
を
設
立
し
、
オ
ー
ル
山

形
で
の
林
業
振
興
を
進
め
よ
う
と
「
や
ま

が
た
森も

り林
ノ
ミ
ク
ス
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

大
江
町
で
は
ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い

森
林
資
源
が
多
く
、
山
菜
な
ど
の
生
産
・

販
売
の
規
模
拡
大
が
今
後
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
5
月
に
本
町
で
開
催

さ
れ
る
「
全
国
山
菜
サ
ミ
ッ
ト
」
を
契
機

に
、「
森も

り林
ノ
ミ
ク
ス
」
の
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
山
菜
や
き
の
こ
の
潜
在
的

な
需
要
を
踏
ま
え
、
森
林
資
源
を
有
効
に

活
用
し
た
生
産
・
販
売
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業

化
に
よ
り
新
た
な
地
域
産
業
を
創
出
す
る

▲�保存した山菜は、季節を問わず

味わうことが出来ます

　各地の農産物直売所の

売り上げが低迷していた

時期、なんとか多くのお

客さんに来てほしいと始

めたのが、農家の女性た

ち11人で立ち上げた「まんまの会」と、旬の

食材を生かした「若返りランチ」でした。

　山菜は私たちにとってなんら特別なもので

はなく、自然の恵みをいただいて生活をつな

いできた先人たちの時代から変わらない、生

きるために必要なものだと思っています。

　大江町は寒暖の差が大きく、植物を育む土

も養分が豊富で、この恵まれた環境で育った

山菜はどれをとっても大変おいしいです。都

会から来られる方々にも、旬のとれたての山

菜をぜひ味わってほしいですね。

“十八才の”若返りランチ
　ふきのとうの揚げ物、赤こごみのおひたし、
山菜汁など、山の幸をふんだんに盛り込んだ
ボリュームたっぷりのランチ。
　これを食べれば、あなたも〇歳若返る ！？

豊かな自然がくれた
　旬の味覚をぜひどうぞ

「まんまの会」代表
渡辺 よし子 さん（小釿）

若返りランチ／ 1,200 円
『おぐら亭』（十八才・小倉交流館）
オープン期間は４～６月と９～ １１ 月。
ランチの提供は第２・第４日曜日。
ご予約・お問い合わせ　☎ 62-3495

平成２７年５月号・4



■ 特集　山のおくりもの　山菜

こ
と
が
そ
の
目
標
で
す
。

　

ま
た
、
食
育
・
地
産
地
消
の
観
点
か
ら

も
山
菜
は
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
の

小
学
校
で
は
町
の
郷
土
料
理
や
地
元
で
採

れ
た
食
材
、
季
節
の
農
産
物
な
ど
を
多
く

取
り
入
れ
た
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
を
、
毎

月
19
日
の
「
食
育
の
日
」
を
目
安
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
山
菜
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
と

な
り
、
地
域
の
食
文
化
や
郷
土
料
理
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
の
ほ
か
、
地
元
で
採

れ
た
食
材
を
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
こ
と

【日時】平成 27 年５月 24 日(日)～５月 25 日(月)
【会場】町民ふれあい会館
　　　　山里交流館「やまさぁーべ」ほか

【主な内容】
　（１日目）・町内オプションツアー
　　　　　・オープニングアトラクション
　　　　　・記念講演　久保木武行氏
　　　　　　　　　　（酒家華福寿オーナーシェフ）
　　　　　・山菜シンポジウム
　　　　　　「山菜文化の魅力発信 ！！
　　　　　　　　　　　　～食卓に山の恵みを～」
　　　　　・全国山菜文化交流会
　（２日目）・講話　村上弘子氏（青苧復活夢見隊代表）
　　　　　・餅つき体験および加工施設見学
　　　　　・町内オプションツアー

【お申込み・お問い合わせ】
　第10回全国山菜サミット実行委員会事務局
　　　　　　　（大江町役場農林課内）　☎(62)2115

『 全国山菜サミット in 大江 』

　志
し

貴
きの

皇
み こ

子が詠んだこの歌は、『万葉集』に収めら

れている和歌の中でも特に有名であり、岩の間の水

辺に芽吹いたわらびに春の息吹を見出して詠んだ歌

だと言われています。この「さわらびの萌え出
い

づる

春」という表現は、のちに小
こ

式
しき

部
ぶの

内
ない

侍
し

や 源
みなもとの

実
さねとも

朝

も使用しているように、その鮮烈な印象が後世の歌

人にも影響を与えました。

　また紫式部の『源氏物語』にも「早
さわらび

蕨」の巻があ

り、わらびやつくし

などの山菜が届けら

れる場面が描かれて

います。

　春の風物詩として

古くから親しまれて

きた山菜。その鮮や

かな季節感は日本人

の感性の中に深く根

ざし、現代まで受け

継がれています。

　本サミットでは子供から大人まで食卓で楽しめるよう
な新たな山菜料理を見つけ出し、大江町の山菜文化の魅
力を全国に発信していきます。

開催

か
ら
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
ま
り
に
も
身
近
で
注
目
さ
れ
る
こ
と

の
少
な
い
山
菜
で
す
が
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
が
く
れ
た
大
切
な
資
源
と
考
え
る
と
、

見
方
も
変
わ
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
ま
さ
に
山
菜
シ
ー

ズ
ン
真
っ
盛
り
。
採
り
た
て
の
山
菜
の
味

覚
を
堪
能
し
、
山
菜
採
り
や
山
歩
き
な
ど

で
新
緑
の
山
の
息
吹
を
満
喫
し
て
、
清
々

し
い
気
分
に
浸
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

 

石い
わ

ば
し
る
　

　
垂た
る
み水
の
上
の
さ
わ
ら
び
の

　
　
萌も
え
出い
づ
る
春
に
　

　
　
　
　
な
り
に
け
る
か
も

志し

貴き

の

皇み

こ子

こぼれちぇっと 話

5・広報おおえ



「夕涼み」　芳賀和代（寒河江市）

２０１4

大
江
の
景
観

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　大江町の景観に対する興味関心を高め、町の景観と観光のPRに活用していこ

うと、「2014　大江の景観フォトコンテスト」が開催されました。今回は合計

118作品の応募をいただき、大賞１点をはじめ「大江の自然」「大江の文化」「フォ

トエッセイ」の各部門で部門賞・金賞・銀賞各１点、奨励賞12点が入賞作品に選

ばれました。その一部を、志村直愛審査委員長（東北芸術工科大学教授）のコメ

ントとともにご紹介します。（銀賞以上・敬称略）

大江の自然部門・部門賞　　　　　　　　　　　　　
「大河」　早坂武弘（尾花沢市）

大
江
の
文
化
部
門
・
部
門
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
「
お
も
て
な
し
」　
早
坂
武
弘
（
尾
花
沢
市
）

　今回、文化的景観の構成要素となった建物を撮影した数少ない
作品です。商店街が一番賑やかになる夏の夜、街灯と飾りの提灯、
店の灯りに加え夏の風物詩、一発の花火が彩りを添えています。
その灯りに照らし出された昭和初期から続く商家の造りこそが、
この町の魅力であることを、さらには、まだまだ元気健在な商店
街の息吹を、この一枚が確かに伝えてくれています。

　この風景を見て、地元の多くの方は、写っているのは隣の市
だとおっしゃるかと思います。しかし、歴史と自然が織りなす
この独特の風景は、大江町から見てこそのわが町固有の眺望風
景なのです。その解釈なくしては富岳三十六景も成立し得ませ
ん。美しい隣地の眺めを大いに誇ろうではありませんか。

　町の文化を写真で表すとしたら何を撮影すればよ
いでしょう。応募者が必ず悩むであろうこの課題を、
作者は実に欲張りに解決されています。歴史文化、
建築文化、食文化、民俗文化……様々な文化の中に、
私達の生活があることをこの一枚は贅沢に、しかも
静かに物語っています。

大賞
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■ 2014  大江の景観フォトコンテスト

大江の文化部門・金賞　　　　　　　　　
　「秋祭」　大谷茂家（13区）
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「
明
る
い
将
来
」　
内
田
智
子
（
深
沢
）

大
江
の
自
然
部
門
・
金
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
寒
い
朝
」　
安
藤
幹
雄
（
４
区
）

フォトエッセイ部門・金賞　　　　　　　
　「大江ごこち」　齋藤仁志（中山町）

　おおえまちの５文字が親子３代の生活を巧みに伝える、まさ
しくフォトエッセイならではの手法をうまく活かした作品で
す。家族一人一人の表情が実に豊かで、笑顔やピースサインす
ら自然に感じられます。案外ここの暮らしも素敵なのではない
かと実感させる、対外ＰＲにも活かしたい一枚といえましょう。

大江の文化部門・銀賞　　　　　　
「防空壕体験」　芳賀和代（寒河江市）

大
江
の
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然
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門
・
銀
賞
　
　
　
　
　
　
　

　
「
虹
と
滝
」　
大
場
直
寛
（
河
北
町
）
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「
メ
ル
ヘ
ン
の
町
大
江
町
へ
の
旅
」

　
　
松
田　
勉
（
寒
河
江
市
）

　佐藤利恵子（小　見）２点
　早坂　健二（西川町）
　大谷　茂家（13　区）
　安藤　幹雄（４　区）
　阿部　紀秋（山形市）
　佐竹　吉廣（寒河江市）２点
　増川　　満（河北町）
　庄司　清信（藤　田）２点
　櫻井　洋志（山形市）

奨励賞
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　平成25年３月をもって廃校となった旧三郷小学校の校舎

を活用して、このたび県立楯岡特別支援学校大江校が開校

することになり、４月14日、開校式と入学式がおこなわれ

ました。

　石塚信雄校長は「いよいよ新しい学校のスタート。先生

も生徒もみんなで力を合わせ、良い学校を作っていきまし

ょう」とあいさつし、中学部５名、高等部８名の新入生、

そして中学部２名、高等部６名の転入生も、新しい学校生

活への意気込みを新たにしていました。

■新しい学
まな

び舎
や

で
　～楯岡特別支援学校大江校開校～

　大江町消防団の団員として41年間消防活動に従事し、

団長を６年間務められた鈴木文雄さん（下北山）が、３

月をもって団長を退任されました。

　４月からは鈴木直喜さん（月が丘）が新しく団長を務

められることになり、４月１日、町長より辞令が手渡さ

れました。東日本大震災や２年連続で町を襲った豪雨災

害を受けて、防災意識が高まっている中、消防団活動の

いっそうの充実が期待されます。

■地域の防災のために
　　　　～鈴木新消防団長就任～

　旧七軒西小学校の校舎を改修した大江町山里交流館「や

まさぁーべ」が４月29日にグランドオープンを迎え、これ

を記念してオープンセレモニーが開催されました。

　式典では施設の指定管理者となる「さわらび会」の今野

壽子代表が「恵まれた自然環境の中にあるこの施設を、ぜ

ひ多くの人に使っていただきたいです」とあいさつしまし

た。また、この式典には吉村美栄子知事をはじめ多くの来

賓が出席し、本町と交流のある宮城県亘理町の齋藤貞町長

は「里山の資源は地方再生の切り札になりうるので、大江

町の取り組みをぜひ参考にしたいです」と祝辞を述べまし

た。その後、出席者が玄関前でテープカットに見立てた「丸

太カット」をおこない、施設のオープンを祝いました。

　その後の祝賀会では、地元で採れた食材を使った郷土料

理が出席者に振る舞われ、地元・柳川平の大黒舞保存会に

よる「柳川大黒舞」が披露されました。その後、セレモニー

に出席した12名の亘理町議会議員と、大江町議会議員の交

流会が柳川温泉でおこなわれました。

　また、式典終了後には一般の希望者を対象に「山里体験

プログラム」が開催され、参加者は施設周辺の草花や虫を

観察し、山の中で採集した葉っぱを使った「叩き染め」を

体験しました。

　「遊んで食べて泊まれる」施設としてオープンした「や

まさぁーべ」。今後も自然体験などを通して、山里と都市

部との交流の場になることが期待されます。

※ご予約・お問い合わせ　山里交流館☎64-2507

■山里から未来を切り拓く～山里交流館「やまさぁーべ」オープンセレモニー～

鈴木直喜新消防団長 鈴木文雄前消防団長

よろしくお願いします お疲れさまでした

▲左から齋藤亘理町長、渡邉町長、吉村知事、
　小野議長、さわらび会今野代表

▲左：やまがた地鶏や山菜料理を味わう出席者　
　右：葉っぱの叩き染めに挑戦する子どもたち
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消
防
庁
長
官
表
彰

◎
永
年
勤
続
功
労
章
／
渡
邉　

厚

◎
永
年
勤
続
退
団
者
／
渡
辺　

勉
、
松
田
文

明
、
柏
倉
淳
吉
、
清
野
邦
宏
、
西
田
正
広
、

安
彦
洋
一
、
佐
竹
一
徳

山
形
県
知
事
表
彰

◎
永
年
勤
続
退
団
者
／
渡
辺　

勉
、
松
田
文

明
、
柏
倉
淳
吉

◎
金
条
章
／
第
１
分
団
第
３
部

◎
特
別
功
労
章
／
菊
地　

邦
弘

◎
功
労
章
／
伊
藤　

学
、
最
上
健
介
、
渡
邉

寛
寿
、
古
口　

修
、
漆
畑　

諭

◎
功
績
章
／
柏
倉
栄
一
、
庄
司
隆
弘
、
岡
田

照
彦
、
庄
司
信
也

◎
精
錬
章
／
菊
地
拓
朗
、
菊
地
俊
次
、
伊
藤

幸
紀山

形
県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
竿
頭
綬
／
第
３
分
団
自
動
車
部

◎
優
良
章
／
菊
地　

誠
、
大
泉
徹
朗
、
佐
藤

和
弘
、
小
野
真
人
、
佐
竹
辰
也
、
楠
ケ
谷
朋
秋

◎
永
年
勤
続
25
年
／
村
山
繁
律

◎
永
年
勤
続
20
年
／
漆
畑　

諭
、
菊
地
俊
次
、

村
山
茂
暢
、
柏
倉
智
史
、
鈴
木　

繁
、
奥
平

昌
弘

◎
永
年
勤
続
15
年
／
横
山
邦
弘
、
菊
地
俊
一
、

庄
司
信
也
、
伊
藤
幸
紀
、
村
上　

勇
、
松
田

誠
、
清
野　

厚
、
佐
藤
英
樹
、
森　

道
彦
、

柏
倉
浩
治
、
佐
藤
寿
薫
、
柏
倉
正
志
、
鹿
股

桂
一
、
伊
藤　

茂
、
髙
橋　

実
、
清
野
能
史
、

横
山
智
康
、
大
泉
久
俊
、
渡
辺　

慎
、
柏
倉

孝
行
、
庄
司　

武

山
形
県
消
防
協
会
西
村
山
支
部
長
表
彰

◎
竿
頭
綬
／
第
２
分
団
第
１
部

◎
優
良
団
員
／
高
野
文
弥
、
工
藤
和
明
、
鈴

木
吉
雄
、
海
野
達
也
、
金
山　

拓
、
清
野　

厚
、

最
上
和
洋
、
大
場
拓
郎
、
鹿
股
桂
一
、
村
上

裕
也
、
菊
地　

茂
、
菊
地　

智
、
堀　

浩
哉
、

大
沼
智
裕
、
柏
倉
友
樹
、
大
泉
久
俊

大
江
町
長
表
彰

◎
優
良
団
員
／
佐
藤
元
一
、
清
野
利
史
、
木

村
淳
一
、
横
山
裕
亮
、
安
藤　

均

大
江
町
長
感
謝
状

◎
一
般
協
力
者
／
荻
野
子
供
会

◎
内
助
の
功
労
者
／
村
山
喜
代
美

大
江
町
消
防
団
長
表
彰

◎
優
良
機
関
／
第
１
分
団
第
２
部
、
第
４
分

団
第
３
部　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　平成27年度の大江町消防団春季消防演習が、4月26日に開催され

ました。会場となった左沢小学校では、消防団員による消防操法、

幼年消防クラブによる訓練がおこなわれたほか、左沢内町・横町通

りでは一斉放水訓練に続き、堂々の分列行進が披露されました。

　また、演習終了後には、町民ふれあい会館で消防活動に功績があ

った方々が表彰されました。

▲幼年消防クラブ

▲一斉放水▲小型ポンプ操法▲分列行進

大江町消防団春季消防演習
平成27年度

▲表彰式の様子

9・広報おおえ



　この春左沢小学校を卒業した子どもたちが、３

月25日、新最上橋近くの最上川河畔で桜の記念植

樹をおこないました。植樹は大江ロータリークラ

ブの社会奉仕事業「うえるかむ桜」プロジェクト

として企画され、代表児童５人をはじめ保護者や

会員らが参加。高さ3.5ｍから４ｍに育った３本

のソメイヨシノの根元にスコップで土を盛りまし

た。

　植えられた桜はこの春から咲くとのことで、子

どもたちは桜の成長を願い、開花の時を楽しみに

していました。

３
25 満開の花楽しみに　桜植樹

　4月8日に町立小学校の入学式がおこなわれ、

左沢小学校37名、本郷東小学校19名の新入生が学

校生活の第一歩を踏み出しました。

　本郷東小学校では、上級生の作った花のアーチ

に迎えられて新入生が入場し、奥山由美子校長は

「本郷東小は、学年が違ってもみんな仲良しです。

明日から毎日元気に登校しましょう」とあいさつ。

その後、２年生が歓迎の気持ちをこめて鍵盤ハー

モニカの演奏とダンスを披露し、躍動するその姿

に新入生は楽しそうに見入っていました。

４
８ 元気にあいさつ　小学校生活スタート

　「地域おこし協力隊」として２年間活動してき

た石坂康平さんが、３月25日、その集大成として

東地区公民館で活動報告会をおこないました。

　石坂さんは平成24年４月から「緑のふるさと

協力隊」として大江町で１年間活動したあと、

引き続き「地域おこし協力隊」として子どもた

ちを対象とした自然体験教室などの活動を展開

してきました。

　また、メディアを活用して町の魅力をより広

く発信しようと、映像制作にも熱心に取り組ま

れ、カメラに収められた生き生きとした町の姿

は「大江町の魅力発見ＶＴＲ」や「大江町ＴＶ」

といった映像作品として結実し、上映会やイン

ターネットを通じてたくさんの方々の共感を得

ています。

　石坂さんは３月をもって地域おこし協力隊の

任期を終え、４月からは映像技師という新しい

道に進みますが、今後も引き続き集落支援員と

して活動を続けていくことになります。

　これからも町民の一人として、地域の皆さん

とともにいっそう活躍されることが期待されま

す。

３
25 町おこしのために一丸となって

▲�田ノ沢地区での　

活動の様子

▲ �これまでの活動を

振り返る石坂さん
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　春の訪れとともに道路事情が活発化するこの時

期は、交通事故の多発が懸念される時期でもあり

ます。4月9日、町内3か所で街頭指導があり、

通勤・通学者に、飲酒運転の撲滅やシートベルト

の着用、安全な横断歩行を呼びかけました。

　街頭指導後には、八幡神社で交通安全祈願祭が

おこなわれ、交通安全連絡協議会をはじめとする

多数の関係者が参加しました。町民の皆さんが署

名した『交通安全宣誓署名簿』を奉納し、交通事

故のない明るく住みよい町を目指していくことを

改めて誓いました。

４
９ 交通事故ゼロを目指して

　遊佐町から山形市までを駆け抜ける、第60回山

形県縦断駅伝競走大会が4月27日から29日にかけ

ておこなわれました。

　今年大江町から寒河江西村山チームに選抜され

たのは、清野大地さん（堂屋敷）、菊地春紀さん（深

沢）、古澤哲平さん（諏訪原）、佐藤和也さん（蛍

水）、大沼翼さん（美郷）、里見拓磨さん（５区）

の6人。昨年より１区間増えて29区間305.4キロ

となったこの大会で、寒河江西村山チームは２日

目の大江中継所で４位でたすきを繋ぎ、沿道から

の声援に応える走りを見せました。

４
27～29 期待を背負いたすき繋ぐ

　食生活の改善で健康づくりを推進する大江町食

生活改善推進協議会（会長：伊藤昌子さん・小漆

川）の総会が、４月21日、保健センターでおこな

われました。今年度は「男性の料理教室」など、

自らの手で健康づくりを進めるための活動をして

いく予定です。

　総会後の研修会では、１年前に伏熊に移住し新

規就農した橋本光弘さんが講演をおこない、１人

ひとりが食への意識を変えることが大切だと話さ

れました。参加者から大江町の良さについて質問

されると、「町民の方の心がとても温かくて、居

心地が良いところです」と笑顔で答えていました。

４
21 「食」から未来を考える

　町内の小学校３年生から６年生を対象とした少

年少女書道教室の開講式が、４月18日に旧本郷西

小学校でおこなわれました。この教室は書道を通

して青少年の健全な育成をめざし、20名の指導

員・推進員の指導によって毎週土曜日に開催され

ます。

　開講式終了後は、さっそく第１回目の練習会。

今年から新たに受講することになった14名の３年

生は、清野昭一郎さん（十八才）をはじめとする

先生たちから、

筆の持ち方や姿

勢などの基本を

教わり、緊張し

た面持ちで筆を

動かしていまし

た。

　４年生から６

年生の受講生も

それぞれ昇級・

昇段をめざし、

仲間たちととも

に真剣に練習に

励みました。

４
18 一筆一筆に心を込めて
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「
全
国
山
菜
サ
ミ
ッ
ト
」
が
大
江
町

で
開
か
れ
る
。
５
月
24
日
、
七
軒
地
区
・

「
山
さ
ぁ
ー
べ
＝
旧
七
軒
西
小
学
校
＝

山
里
交
流
館
」・「
柳
川
温
泉
」
が
主
会

場
。
深
い
雪
か
ら
春
一
斉
に
芽
を
出
す

「
旬
の
山
菜
」
を
味
わ
い
な
が
ら
、
全

国
の
方
々
と
交
流
を
深
め
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
。
皆
で
、
さ
あ
皆
、
山
さ
あ
ー
べ
。

　
山
の
猟
師
と
川
の
漁
師
が
、
山
に
生
か
さ
れ
、
川
に
助

け
ら
れ
た
時
代
は
、
そ
ん
な
に
昔
の
こ
と
で
は
な
い
。
朝

日
岳
の
麓

ふ
も
と

、大
井
沢
の
志
田
忠
儀
氏
の
「
ラ
ス
ト
マ
タ
ギ
」

を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
実
感
で
も
あ
る
。
豊
か
な
山
と

川
が
人
間
の
命
を
支
え
て
い
る
と
考
え
る
の
は
、
ア
ナ
ク

ロ
ど
こ
ろ
か
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。
志
田
さ
ん
の
百

年
近
い
山
と
の
か
か
わ
り
が
、
そ
う
語
っ
て
い
る
。

　
ト
ッ
プ
、ピ
ー
ク
、サ
ミ
ッ
ト
…
高
い
点
を
表
す
言
葉
・

サ
ミ
ッ
ト
は
「
高
く
連
な
る
峰
々
」
の
こ
と
だ
ろ
う
、
と

思
う
。
広
い
裾
野
を
睥へ

い
げ
い睨
し
な
が
ら
、
孤
高
に
酔
い
し
れ

ず
、
立
ち
位
置
を
謙
虚
に
見
つ
め
て
、
不
動
で
無
言
の
た

お
や
か
に
連
な
る
峰
々
と
近
く
に
棲
む
人
々
は
誇
り
高
く
、

人
間
社
会
の
憧
れ
に
も
な
ろ
う
。
山
に
挑
む
「
登
山
」
や

自
然
回
帰
の
指
向
は
そ
の
証
で
あ
ろ
う
。

　
「
草そ

う
も
く
と
う

木
塔
」
は
、「
人
と
山
菜
」
に
隠
れ
て
い
る
信
仰

に
も
近
い
思
い
の
深
さ
の
シ
ン
ボ
ル
だ
と
い
う
。
山
菜
は
、

山
に
生
え
る
野
菜
で
は
な
い
、
自
然
の
恵
み
だ
、「
山や

ま

野の

メ
グ
ミ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
」
だ
。
ど
ん
な
「
全
国
山
菜
サ
ミ
ッ

ト
」
に
し
た
い
か
。
採
る
か
、
植
え
て
育
て
る
か
。
見
る

か
、
食
べ
る
か
。
聞
く
か
、
語
る
か
…
…
西
山
に
向
か
っ

て
、
さ
あ
皆
で
、
さ
あ
皆
、
山
さ
あ
ー
べ
。

（
注
　
大
江
町
周
辺
で
は
、
一
緒
に
行
く
、
出
掛
け
る
時

の
言
葉
に
、
あ
べ
・
あ
ー
べ
を
今
で
も
使
っ
て
い
ま
す
）

大
江
町
長
　
渡
邉 

兵
吾

　横町の山形銀行左沢支店の斜め向かいにあるのが上田家です。か

つてそば屋を営んでいた商家である上田家は、現在の当主で17代目

を数えます。母屋は内町横町通りに北向きに面して建つ二階建ての

商店建築で、正面は漆喰塗り、側面は下見板貼りと異なる仕上げに

なっています。昭和11年の大火後、昭和13年に建築されたもので、

昭和期らしい高い天井が特徴です。２階に配

された高欄が、近代商家らしい華やかさを感

じさせます。土蔵は内町横町通り沿い南側の

店の背後に位置しています。この土蔵は大火

以前からのものとされ、切妻屋根の載る伝統

的な形式となっています。

シリーズ企画　町の魅力発見！ vol.21

●
　
短
　
歌
　
●

春
彼
岸
帰
省
し
孫
と
香
を
上
げ
て
仏
事
語
ら
ひ
小
半
日
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
磨
砂
湖

春
光
に
白
蓮
清
楚
咲
く
花
に
心
奪
わ
れ
し
ば
し
眺
め
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
井
　
妙
子

通
院
の
夫つ
ま

の
着
替
え
に
手
間
を
取
る
老
老
介
護
の
年と

し齢
と
な
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
つ
ね
よ

テ
ィ
ー
シ
ャ
ツ
に
半
袖
ブ
ラ
ウ
ス
重
ね
着
て
若
者
は
行
く
小
雪
降
る
街
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
　
麗
子

凌
雲
の
山
々
そ
び
ゆ
盆
地
に
て
新
人
生
は
学
び
始
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
家
　
重
之

陽
春
や
窓
に
う
つ
ろ
ふ
南
天
の
実
は
赤
く
し
て
落
つ
る
音
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
　
與
鼓

夢
浅
き
春
暁
な
れ
ば
た
ま
ゆ
ら
に
妻
の
手
を
と
り
夢
を
見
む
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
徳
治

●
　
俳
　
句
　
●

春
の
雲
娘こ

に
問
わ
る
る
も
答
出
ず	

菅
井
　
妙
子

寒
梅
の
床
で
開
く
や
紅
さ
や
か	

 

鴨
田
富
士
夫

雲
雀
鳴
く
声
や
空
よ
り
降
り
注
ぐ	

今
井
　
茂
樹

最
上
川
流
れ
の
な
か
に
雪
解
色	

阿
部
　
一
風

風
光
る
ゆ
れ
る
帽
子
と
ラ
ン
ド
セ
ル	

山
家
　
重
之

曾
孫
持
つ
手
縫
ひ
の
バ
ッ
ク
風
光
る	

安
藤
由
美
子

清
明
や
そ
こ
に
落
葉
の
手
水
鉢	

熊
谷
　
　
勉

種
選
び
一
期
一
会
の
如
き
か
な	

舟
山
　
三
男

近
づ
く
も
離
れ
て
も
よ
し
花
明
り	

伊
藤
　
啓
泉

上田家

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、毎
月
20
日（
必
着
）ま
で

　
役
場
総
務
課
に
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

町長
Column
町長
Column
コ ラ ム

▲店の裏側に位置する土蔵

平成２７年５月号・12

吟遊浪漫
ぎんゆうろまん



お
年
寄
り
の
元
気
な
顔
が
見
た
く
て

　

清
野　

舞
さ
ん　
（
21
歳
・
藤
田
）

　「小さい頃は『おばあちゃん子』だ

ったんです」

　お年寄りと接するのが大好きだとい

う清野さんは、高校卒業後働きながら

介護の勉強をし、現在は山辺町にある

介護保険施設メルヘンの通所リハビリ

事業所で働いています。

　体操や歩行訓練など、お年寄りのリ

ハビリの補助をしている清野さん。３

年目となった今でも、介護の仕事は苦

労の連続だそうですが、「ありがとう」

とお礼を言われた時、この仕事をして

いてよかったと思うそうです。

　休みの日の楽しみは、２年前から始

めたスノーボード。また大の温泉好き

でもあり、毎週のようにテルメ柏陵に

通っています。

　「リハビリに通って来られるお年寄

りの方に、元気になってほしいんです」

と、今後の仕事への意気込みを語って

くれました。

佐々木　隆馬 さん

☆年齢：36歳
☆出身地：神奈川県横浜市
☆趣味・特技
　�自然観察（ヘビやカエルが

大好きです）、音楽（ギター、
ベース、パーカッション等）

　１月から、柳川平に妻と１歳になる息子と
共に移住してきました。そして、４月にオー
プンした「大江町山里交流館やまさぁーべ（旧
七軒西小学校）」の館長、兼ガイドとして仕
事をさせていただいています。地元の方々に
ご指導いただきながら、勉強の毎日です。
　今年の目標は、やまさぁーべの運営を軌道
に乗せ、少しでも多くの方に施設を知ってい
ただくことです。微力ながら、地域振興に貢
献できるよう頑張っていきます。

地域おこし協力隊通信 №11

　この４月から新たに本町の「地域おこし協力隊」として、佐々木隆馬さん、髙橋里奈さんの

お二人が着任しました。さらなる地域の魅力の発見や情報発信を通じて、町おこしのために活

動を開始しています。地域の皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。

髙橋　里奈 さん
☆年齢：24歳
☆出身地：�福島県伊達市
　　　　　（旧伊達町）
☆趣味・特技�
　水泳・食べ歩き

　はじめまして！　４月から大江町地域おこ
し協力隊として着任した髙橋里奈です。主に
本郷西地区を中心に活動させていただきま
す。大江町には、東北芸術工科大学在学中か
ら何度も通っていました。縁のある大江町で
活動する機会をいただけてとてもワクワクし
ています。
　至らない点など多々あるかと思いますが、
本郷西地区を始め、町全体のことを学びなが
ら、精一杯頑張っていきたいと思いますので、
よろしくお願いいたします。

13・広報おおえ



平
成
27
年
第
１
回
大
江
町
議
会

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

第
１
回
大
江
町
議
会
臨
時
会
が
、
５
月

13
日
㈬
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
議
会
事
務
局

☎(

62)

２
２
２
８
ま
で

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

春
は
道
路
に
お
け
る
歩
行
者
や
自
転
車

利
用
者
も
増
え
、
交
通
事
故
の
多
発
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
町
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通

安
全
に
つ
い
て
考
え
行
動
し
、
悲
惨
な
交

通
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
期
間
／
5
月
11
日
㈪
～
5
月
20
日
㈬

※
5
月
20
日
㈬
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
」
で
す
。

◆
運
動
の
重
点
／

一
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

二
、
飲
酒
運
転
の
根
絶

三
、
道
路
横
断
時
・
交
差
点
に
お
け
る
交

通
事
故
防
止(

横
断
歩
行
者
保
護
意
識
の

徹
底)

四
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進(

特
に
、

自
転
車
安
全
利
用
５
則
の
周
知
徹
底)

五
、
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
江
町
交
通
安
全

対
策
協
議
会(

事
務
局　

総
務
課
危
機
管

理
係)

☎(

62)

２
１
８
７
ま
で

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
の
ご
案
内

◆
講
習
種
別
／
甲
種
防
火
管
理
講
習　

新

規
講
習

◆
期
日
／
6
月
23
日
㈫
・
24
日
㈬

◆
受
付
期
間
／
5
月
18
日
㈪
～
29
日
㈮

◆
会
場
／
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ

◆
受
講
料
／
６
１
７
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

◆
申
込
書
な
ど
の
入
手
先
／
一
般
社
団
法

人　

山
形
県
消
防
設
備
協
会
、
消
防
本
部
、

消
防
署
な
ど

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
一
般
社
団
法
人

山
形
県
消
防
設
備
協
会
☎
023
―

629
―

８
４
７
７

ま
た
は
、
西
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
☎(

86)

２
５
７
１
ま
で

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
つ
い
て

◆
試
験
の
種
類
／
甲
種
・
乙
種（
全
類
）・

丙
種

◆
期
日
／
7
月
11
日
㈯

◆
場
所
／
寒
河
江
工
業
高
等
学
校

◆
受
験
申
請
期
間
／
5
月
25
日
㈪
～
6
月

3
日
㈬

◆
受
験
申
請
先
／
一
般
財
団
法
人　

消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

◆
願
書
設
置
場
所
／
西
村
山
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部
、
消
防
署
、
各
分
署

従
来
の
受
験
申
請
の
ほ
か
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
請
」
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
一
般
財
団
法
人　

消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
警
察
官
募
集

警
察
官
Ａ
区
分
（
大
卒
）

◆
受
験
資
格
／
昭
和
55
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
10
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
大
学
（
短
大
除
く
）
を
卒
業
し
た
方
、

ま
た
は
平
成
28
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
方
（
人
事
委
員
会
が
同
等
と
認
め
る

方
を
含
む
）

　町の公共施設には、AED（自動体外式除細動器）が設置さ

れています。AEDは電気ショックを与えるための機器で、音

声メッセージで指示してくれますので、簡単に操作することが

できます。いざという時、すぐに対応できるように設置場所を

確認しておきましょう。

◆大江町AED設置場所（平成27年4月1日現在）

番号 施設名 設置場所
1 奥おおえ柳川温泉 玄関前
2 貫見こぶし館 玄関前
3 テルメ柏陵健康温泉館 ロビー
4 体育センター 事務室
5 大江町役場 玄関ロビー
6 左沢小学校 玄関
7 本郷東小学校 玄関
8 大江中学校 玄関
9 さくら保育園 職員室
10 わかば保育園 職員室
11 旧本郷西小学校 玄関
12 町民ふれあい会館 ロビー
13 朝日学園 １階玄関
14 左沢高等学校 １階玄関
15 朝日少年自然の家 １階玄関
16 老人福祉センター柏陵荘 ロビー

※お問い合わせは、健康福祉課保健衛生係☎ (62)２１１４まで

AED設置場所のおしらせ

平成２７年５月号・14

広報おおえ縮刷版第３巻（税込4,000円）は好評発売中です！

※お問い合わせは、総務課情報システム係☎（62）2187まで



◆
試
験
日
／
9
月
20
日
㈰

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
寒
河
江
警
察
署
☎

(

83)

０
１
１
０
ま
た
は
各
交
番
、
各
駐
在

所
ま
で

自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
１
日
㈪
で
す

　

お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
各
総

合
支
庁
税
務
担
当
課
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
忘
れ
ず
に

期
限
ま
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
村
山
総
合
支
庁
課

税
課
☎
023
―

621
―

８
２
５
６
ま
で

「2015.05  Y
A

M
A

G
A

T
A

  

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
就
職
面
接
会
」を
開
催
し
ま
す

◆
日
時
／
5
月
30
日
㈯　

13
時
～
16
時

（
受
付
は
12
時
か
ら
）

◆
場
所
／
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ

◆
対
象
者
／
既
卒
未
就
職
者
・
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
希
望
者
含
む
全
年
齢
の
一
般
求
職
者

（
平
成
28
年
3
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者

は
除
く
）

◆
参
加
企
業
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
さ
が
え
・

や
ま
が
た
・
む
ら
や
ま
管
内
の
求
人
企
業

100
社
を
予
定
。
5
月
中
旬
よ
り
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
週
刊
求
人
情
報
誌
に
て
公
開
予
定

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
さ

◆
申
込
期
間
／
5
月
12
日
㈫
～
6
月
22
日
㈪

◆
試
験
日
／
7
月
12
日
㈰

警
察
官
Ｂ
区
分
（
短
大
・
高
卒
）

◆
受
験
資
格
／
昭
和
55
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
10
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
警
察
官
Ａ
区
分
の
受
験
資
格
に
該
当

し
な
い
方

◆
申
込
期
間
／
7
月
31
日
㈮
～
8
月
31
日
㈪

４
月
４
日
、
全
国
各
地
で
皆
既
月

食
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
思
い
起

こ
し
た
の
は
、
同
じ
く
皆
既
月
食
が
全

国
的
に
観
測
さ
れ
た
昨
年
10
月
８
日
の

夜
、
欠
け
て
い
く
月
を
コ
ン
パ
ク
ト
デ

ジ
カ
メ
で
動
画
に
収
め
よ
う
と
試
み
た

時
の
情
景
で
し
た
。
こ
の
無
謀
極
ま
り

な
い
企
て
は
当
然
の
ご
と
く
残
念
な
結

果
に
終
わ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
刻
一
刻

と
地
球
の
影
に
飲
み
こ
ま
れ
て
い
く
月

の
姿
は
、
今
で
も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い

ま
す
。
や
が
て
東
の
空
に
現
れ
た
の
は
、

赤
黒
く
鈍
く
輝
く
、
普
段
と
は
似
て
も

似
つ
か
ぬ
異
相
を
し
た
満
月
。
そ
の
神

秘
的
な
威
容
を
呆
然
と
見
上
げ
な
が
ら
、

月
は
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
輝
い
て
い
る

の
だ
と
い
う
当
た
り
前
の
事
実
さ
え
、

普
段
の
生
活
の
中
で
は
忘
れ
て
し
ま
っ

て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

科
学
技
術
が
発
達
し
た
現
代
で
も
、
空

を
見
上
げ
て
何
か
を
「
想
う
」
の
は
１

人
の
人
間
。
一
眼
レ

フ
カ
メ
ラ
の
扱
い
に

慣
れ
て
き
た
ら
、
も

う
一
度
夜
空
に
レ
ン

ズ
を
向
け
て
み
た
い

も
の
で
す
。　
　
　

　
　
　

（
伊
藤
智
治
）

編
集
後記

が
え　

職
業
相
談
部
門
☎(

86)

４
２
２
１

ま
で一

日
人
間
ド
ッ
ク
、ミ
ニ
ド
ッ
ク

（
総
合
健
診
）を
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
な
く
進

行
し
ま
す
。
放
っ
て
お
け
ば
、
大
き
な
病

気
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
自
分

の
健
康
状
態
に
つ
い
て
正
確
な
知
識
を
持

ち
、
健
康
管
理
を
続
け
る
た
め
に
、
年
に

一
度
は
必
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
ク
ー
ポ
ン
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

大
江
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
に
お
い

て
満
39
歳
、
満
40
歳
、
満
45
歳
、
満
50
歳
、

満
55
歳
、
満
60
～
62
歳
（
こ
の
年
齢
の
う

ち
に
一
度
）
の
方
に
つ
い
て
は
、
一
日
人

間
ド
ッ
ク
（
一
部
が
ん
検
診
含
む
）
が

２
５
０
０
円
、
ミ
ニ
ド
ッ
ク
（
一
部
が
ん

検
診
含
む
）
が
２
千
円
で
受
診
で
き
ま
す
。

対
象
の
方
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
さ
れ
て

は
い
か
が
で
す
か
。

【
電
話
で
受
診
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
】

　

今
年
度
、
町
の
健
診
を
申
し
込
ん
で
い

な
い
大
江
町
国
民
健
康
保
険
加
入
の
40
～

74
歳
の
方
に
、
町
で
委
託
し
て
い
る
在
宅

保
健
師
が
、
電
話
で
健
診
受
診
の
お
勧
め

を
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
を
お
忘
れ
の

方
や
、
こ
れ
か
ら
受
け
て
み
よ
う
と
お
考

え
の
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
健
診
の
お
申
し
込
み
は
、
健
康
福
祉
課

保
健
衛
生
係
☎(

62)

２
１
１
４
ま
で

　

昨
年
11
月
に
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
た

「
第
52
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
」
理
容

職
種
で
銀
賞
に
輝
い
た
佐
藤
あ
ゆ
み
さ

ん
に
、「
技
能
競
技
大
会
成
績
優
秀
者

知
事
表
彰
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
年

の
大
会
に
向
け
て
練
習
中
の
佐
藤
さ
ん

は
「
応
援
し
て
く
れ
る
皆
さ
ん
の
た
め

に
も
、
も
っ
と
技
術
を
磨
い
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 山形県知事表彰

佐藤 あゆみ さん(７区)

様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
、

表
彰
さ
れ
た
町
民
の
方
々

を
紹
介
し
ま
す

輝いて

今

15・広報おおえ

今月の納税　納期限６月１日（月）　お忘れなく！
固定資産税・都市計画税納期限　第1期
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お誕生おめでとう

区　名　 氏　　名　性別　 父母名
下北山　佐竹　玲

れい

香
か

　女　 洋介・志穂

３　区　渡辺　陽
ひ ま り

葵　女　 智彦・美香

若　原　最上　佳
か ほ

保　女　 秀一・千恵

美　郷　佐竹　颯
そう

馬
ま

　男　 学・真由美

小　見　伊藤　莉
り さ

彩　女　 怜史・愛子

小　見　伊藤　茉
ま い

愛　女　 怜史・愛子

ご冥福を祈ります

下北山　奥山　　正　（７７）
藤　田　安食　光雄　（８４）
５　区　大泉　とし　（８２）
市の沢　清野榮三郎　（８６）
市の沢　安食　清助　（８４）
所　部　佐藤　正良　（７７）
小　見　春日　福芳　（７７）
藤　田　伊藤きよゑ　（９２）
若　原　大江　親一　（８２）
９　区　今野　成美　（８９）
下北山　松田　俊二　（７４）
月　布　林　　隆顕　（９１）
９　区　根本ツル子　（９９）
若　原　荒木　　茂　（９３）

ご結婚おめでとう
　区名・出身地名　　氏　名　　　区名・出身地名　　氏　名
　黒　森　庄司　光幸  深　沢 菊地 春紀
 中山町　野口　裕美  宮城県　齋藤 春恵
 朝日町　渡邉　雄平
 ９ 区　鈴木 仁美

（
（

陶芸教室　月が丘　鈴木文子

（

　

今
年
、
大
江
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を

拝
命
し
、
重
責
を
全
う
で
き
る
の
か
と
い

う
漠
然
と
し
た
不
安
で
一
杯
で
あ
る
。
思

い
起
こ
し
て
み
れ
ば
、
７
年
前
、
さ
く
ら

保
育
園
の
保
護
者
会
長
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
当
時
、
さ
く
ら
保
育
園
と
わ
か
ば

保
育
園
の
２
つ
の
町
立
保
育
園
で
連
絡
協

議
会
を
組
織
し
て
い
た
が
、
わ
か
ば
保
育

園
で
は
保
護
者
会
長
の
人
選
が
難
航
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
た
。
誰
が
保
護
者
会
長

に
な
っ
て
く
れ
る
の
か
心
配
し
な
が
ら

も
、自
分
た
ち
は
役
員
会
が
終
わ
っ
た
後
、

懇
親
会
に
出
か
け
た
。入
っ
た
居
酒
屋
で
、

わ
か
ば
保
育
園
の
保
護
者
Ｓ
君
と
遭
遇
し

た
。
彼
は
、
自
分
が
社
会
人
に
な
っ
た
ば

か
り
の
20
年
以
上
前
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
偶
然
一
緒
に
プ
レ
ー
を

し
た
仲
間
だ
っ
た
。
当
時
彼
は
高
校
生
で

自
分
と
は
７
つ
も
年
が
離
れ
、
普
通
の
生

活
で
は
接
点
が
あ
る
は
ず
が
な
い
。
彼
が

高
校
を
卒
業
し
就
職
し
て
か
ら
は
、
た
ま

に
町
中
で
会
え
ば
声
を
交
わ
し
て
い
た
。

こ
の
日
は
「
俺
が
さ
く
ら
保
育
園
の
保
護

者
会
長
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
わ

か
ば
保
育
園
の
方
は
頼
む
よ
！
」
と
言
っ

た
。
後
日
、
彼
が
保
護
者
会
長
と
な
っ
た

こ
と
を
聞
い
て
、と
て
も
嬉
し
く
な
っ
た
。

町
の
保
育
園
連
絡
協
議
会
で
は
、
Ｓ
君
と

昔
話
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
他
の
役
員
と

も
和わ

き気
藹あ
い
あ
い々

と
歓
談
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

何
と
か
保
護
者
会
長
職
を
終
え
た
春
、

小
学
２
年
生
に
な
る
次
女
の
学
年
で
学
年

委
員
に
選
ば
れ
た
。
同
じ
委
員
に
、
や
は

り
同
じ
バ
ス
ケ
チ
ー
ム
だ
っ
た
Ｉ
君
が
い

た
。
彼
も
当
時
は
高
校
生
で
あ
り
、
も
ち

ろ
ん
普
通
は
接
点
が
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
こ
こ
で
も
彼
と
す
ぐ
打
ち
解
け
る
こ

と
が
で
き
、
卒
業
す
る
６
年
生
ま
で
一
緒

に
学
年
委
員
を
続
け
て
き
た
。
次
女
が
卒

業
す
る
と
、
小
学
校
の
庶
務
文
化
副
部
長

を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。１
年
後
、

自
分
が
部
長
に
昇
格
す
る
に
あ
た
り
、
後

任
の
副
部
長
を
人
選
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

保
護
者
名
簿
で
、
ま
た
バ
ス
ケ
チ
ー
ム
で

一
緒
に
プ
レ
ー
し
た
１
学
年
下
の
人
物
に

目
が
止
ま
っ
た
。早
速
電
話
し
た
と
こ
ろ
、

快
諾
し
て
も
ら
え
た
。
１
年
間
だ
け
で
は

あ
っ
た
が
、
色
々
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら

い
と
て
も
心
強
か
っ
た
。

　

バ
ス
ケ
チ
ー
ム
に
は
、
幼
な
じ
み
の
Ｏ

君
に
誘
わ
れ
て
入
れ
て
も
ら
い
、
３
年
ぐ

ら
い
週
１
回
汗
を
流
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

自
分
は
、
中
学
か
ら
大
学
ま
で
卓
球
部
に

所
属
し
、現
在
も
卓
球
に
携
わ
っ
て
い
る
。

運
動
は
好
き
だ
が
、
卓
球
の
道
し
か
歩
い

て
こ
な
か
っ
た
自
分
に
と
っ
て
、
バ
ス
ケ

チ
ー
ム
に
入
っ
た
こ
と
は
、一
見
「
脇
道
」

を
歩
い
た
時
間
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
振
り
返
る
と
、
そ
の
「
脇
道
」
で

の
出
会
い
が
、
親
と
な
っ
た
自
分
を
こ
ん

な
に
も
助
け
て
く
れ
て
い
た
と
気
が
つ
い

た
。
当
時
誘
っ
て
く
れ
た
Ｏ
君
に
、
心
か

ら
感
謝
で
あ
る
。

 

今
年
１
年
は
、
色
々
な
会
議
に
出
席
す

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
思
い
が
け
な

い
旧
友
と
の
再
会
や
、
新
し
い
出
会
い
が

待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
と
、
冒
頭
の
不
安
を
打

ち
消
し
て
く
れ
る
よ
う
な
、
楽
し
み
な
気

持
ち
が
芽
生
え
て
き
た
。

（
９
区　

藤
野
知
樹
）

脇
道
で
の
縁

編
集
・
発
行
／
大
江
町
役
場
総
務
課

印
刷
・
製
本
／
寒
河
江
印
刷
㈱

平
成
27年
５
月
号
（
№
6
5
1
）

2015年
５
月
1
0
日
発
行

※掲載を希望しない場合は、届け出の際にお申し出ください。

戸籍の

まど
３月21日～４月20日受付分

人口と世帯（前月比）
町の人口　8,819人（ー14）

　　　男　4,353人（ー５）

　　　女　4,466人（ー９）

世 帯 数　2,938戸（ー６）

平成27年５月１日現在

山
形
県
西
村
山
郡
大
江
町
大
字
左
沢
8
8
2
-1
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